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【概要】 
MPEG-1 は映像メディアとして始めて使われた動画像符号化方式であり，MPEG-2 はそれ

を発展･汎用化したもので，ディジタル放送を現実のものにした方式である．これらは，50
億台を越える映像システム(TV, PC)に使われているのみならず，その後の AVC や最新の

HEVC へと繋がる動画像符号化の基本方式である．本講演では両方式がどのように標準化

されたのかを，当時の研究状況と合わせて解説する．まず，映像ビジネスに関する当時の

社会状況，国際標準化の経緯と進め方，規格制定とライセンスと言った非技術事項につい

て述べる．続けて，先行方式(H.261)や静止画規格(JPEG)との共通点は，その後を含めた各

MPEG 規格の違いは，と言った基礎技術事項について解説する．さらに，共通処理形態で

ある「動き補償＋ＤＣＴ」はなぜ優れているか，またその弱点は何なのかと言った奥の深

い技術について議論したい．最後に，映像に求められているのは何なのか，そのための研

究テーマは何なのかを探りたい． 
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